
スペイン内戦持曹賂～39年）

スペイン内戦を考える場合、まずそれにいたる3つの事件を挙げておきたい。

①1898年2月、米西戦争勃発。スペインが完全に負けたために、キューバの

独立、フィリピン、グアム、プエルト・リーコをアメリカに割譲。スペイ

ンに残る植民地は、大航海時代に獲得したラテン・アメリカ（ヒスパノ■

アメリカ）には皆無となり、北アフリカのモロッコのみ。この年の6月5

8、フェデリコ・ガリシア・ロルカが生まれる。

②1931年4月、統一地方選挙の蘇果、反王政・共和派諸政党が勝利し、スペ

インの主要都市で兵和制宣言が行われ、アルフォンソ13世が亡命し、スペ

イン第二共和国の誕生。

③1936年2月、総選挙で、人民戦線派（左翼諸政党）が国民戦線派（右票諸

政党）に勝利し、人民戦線内閣の誕生。

＊　　　　＊　　　　＊

1．　スペイン内戦は、現在でもr市民戦争J r内乱J r革命J r戦争J r内戦J

と呼ばれている。

2．　ほぼ全国的親榛での軍部のクーデターと民衆の武力抵抗（1936年7

月17～19日、マドリード、バルセロナ、バレンシアにおけるクーデター

の失敗と嶺圧）。スペイン内戦のr原風景J。

3．　地方自治政府の誕生、カタル一二ヤ自治政府（1936年2月）、バスク共

和国（1936年10月）。

4．　社会主義国の同盟異への援助と支配軽の凄立。具体的には、スペイン共

和国に対するソ連のスターリン外交政策。

5．　呉越同舟の人民戦線の結成（1936年2月）と破綻。バルセロナの市街戦

（政麻＝共産党VS反共産党勢力。1937年5月3～8日）、ジョージ・

オーウニ舟の　カタロニア讃歌机岩波文庫・早川文庫‥・）8

6．　傭人的な倫理観や世界観に基づく政治参加。世界的に著名な芸術家の参

加。アンドレ・マルロー、サン＝テグジュペリ、シモーヌ・ヴェイユ、

ヘミングウェイ、ドス・パソス、テイーブン・スベンダー、オクタビオ・

パス、ピカソ、ジュアンーミロ。

7，　55カ国から約4万人の義勇兵の共和国軍の戦列に参戦、r国際旅団」の

結成（1936年10月）。唯一の日本人義勇兵ジャック白井は、アメリカ人

大隊（リンカン大味）の炊事兵兼兵姑部兵卒としてマドリード防衛戦に

石・



従軍中に、戦死する（1937年7月11日）。

8．　ヨーロッパの民主主義陣営エゴイズムによる、フランスの提案、イギリ

スを始め27カ国が参加した「スペイン不干渉委員会」の設置（1936年

9月）。ドイツ・イタリア、そしてソ連も参加。不参加はスイス、そして

当事国のスペイン共和国。それ故に、スペイン共和国は、交戦国の権利

としての兵器類を外国から購入が出来なくなり、結果からすれば、スペ

イン共和国の「見殺し」に加担したことになる。

9．　列強の代理戦争的側面。ドイツ・イタリアのフランコ振乱軍支持と軍事

援助8　ソ連のスペイン共和凰援助．

10．共和国陣営における政治的粛清、共産党派と反共産党派との内戦をめぐ

る路線上の対立・確執・闘争。バルセロナ市街戦の裁判と結審、そして

処刑（1938年11月1日）。イギリスのケン・ローチ監督の映画『自由と

大地且（1995年）。

11．戦争プロパガンダの政治優先主義．両陣営とも外国人の新聞記者やジャ
ーナリストへの記事の検閲、身柄の拘束。

12．政治権力や政府の存在すら容認していないアナキストの共和国政府へ

の入閣。

13．非戦闘員の殺敦（詩人・劇作家のガルシア・ロルカが生まれ故郷のグラ

ナダ郊外で虐殺、1936年8月20日）、フランコ振乱軍傘下のドイツ・

コンドル飛行軍団による無差別絨毯爆章、′†スクの聖都ゲルニカ爆撃

（1937年4月）とピカソの壁画『ゲルニカ』。

14．内戦終結（1939年4月1日）後、勝利者フランコ総統下のスペイン

に残された元共和派は過酷な弾圧にさらされる。スペイン．を「中世」に

もどしてしまったといわれた。たとえば、イギリスの作家ドナルド・フ

レーザー∬星に隠れて一一1理髪廊マ又エルとスペイン内乱駅平凡社、2001

年）、卸年間も壁に庵れていた男の話。また、1978年2月のイギリスの

保守系の新聞『サンデー・タイムス』は、付録雑誌の特集「スペインの

モグラJを超介している。集に39年親も、アンダルシアで潜伏生活を余

鳥なくされたのであった超また、軍事独裁者フランコの敵である共和演

をいかにr浄化Jしてきたか、フランコ体制はそのためのr記憶と歴史

の消滅」の時期だったとするマイケル■リチャーズの『沈黙の時間』

（MichaelRichrd，ATineofSilence，CanbridgeUIR1998）。

β



∠

スペイン全図

内戦期のスペイン

［二二二＝］叛乱軍の制圧地
上＿∴＿‾‾1共犯凰軍の制圧地
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『自由のための義勇兵』（1937年8月9日号）

「ジャック白井一一月系アメリカ人義勇兵、王卸年7月、どリ

ヤヌエバ・デ・ラ・カニヤーダにて戦死J（D・ルドウィック）
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スペイン内戦と昭和のr転回点」ノモンハン事件（1939・5・11～9・

15）

1931年9月18日、　清洲事変の勃発。関東軍の板垣征四郎・石原発育ら、

清洲の武力占領計画を実行するために、奉天郊外柳

条湖の満鉄線路の爆破、関東軍司令官本庄繁、これ

を中国側の行為とし、総攻撃を指令。■

1932年3月1日、　　満州国の建国を宣言。

9月15日、　日満議定書に調印。

10月1日、　鹿洲問題に関する国際連盟のリットン調査団の報告

書。

1933年2月14日、　国際連盟19人委員会、リットン報告書の採択、満

州国の不承認に関して全員一致する。

2月24日、　国際連盟総会、19人委員会の報告書を賛成42、

反対1（日本）、松岡洋右代表、国際連盟脱退を正式

表明。

1934年3月1日、 関東軍、薄儀を清洲帝国皇帝に就任させ、帝政を開

始する。年号は康徳。

これ以降、日本の勢力が北満一帯に拡大して日ソ両

軍の国境紛争事件が頻発した。たとえば、満ソ国境

とハルハ河沿いを隔てて対時し、飛行機の越境不時

着、国境曹備隊の衝突といった国境紛争事件が、1

933年から34年にかけて約150件、35年だ

けで174件も起こった。．1936年3月16月に

設置された満ソ東部国境画定のための「混合委員会」

も、同年11月25日に成立した「日独防共協定」

のためにソ連側から中断されてしまい、いわば日ソ

間の一触即発的状況が続いていた。従って、日本政

府時は対ソ政略を凍結し、対ソ戦略に移行せざるを

得なかった。

1936年10月下旬、　フランス大使館付き駐在武官西浦進大尉、参謀本部

の命を受けて、リスボン経由で密かにフランコ軍の

仮首都サラマンカに赴く。日本はフランコ軍を正式

に承認していなかったために、西浦大尉は半ば監禁

了



状態におかれる。やがてフランコ軍当局はr日独防共協定Jの締結を知り、サラ

マンカ駐在ドイツ大使プアルベル将軍の伸介でようやく西藤大尉に宣戦通貨証

明書を交付し、フランス語通訳将校と自動車1台、提供された。したがって彼は、

日本の武官として初めてフランコ軍を観戦したのである。「観戦武官」として彼

の任務は、rマドリード戦線、独、伊の飛行部隊、政府軍の反日、蘇軍の兵器」

の調査であった¢ソ連軍の兵員や兵乱軍事作戦に蘭して姓、彼の参謀次長轟の

極秘電報（1937年1月6日付け）からすると、それほど具体的ではなく隔靴

掻痔の感は否めない。これは、情報収集者の公的な資格、つまり「観戦武官」に

起因するわけで、参謀本部としては、完壁な情報収集のために、r載戦武官jか

ら、「作戦武官」に進最を考えねばならなかった。こうした思惑は、董当局や駐

在武官たちだけが抱いていたのではなく、矢野スペイン公使の有田外相あての

電報（11月18日付け）、武者小路ドイツ大使の外相あての電報（11月12

日付け）にも、如実に述べられている。

《1937年》

3月29日　共和国政府、鶴時駐日スペイン公使を任命。（前年の8月26日、

駐日スペイン公使が反乱軍（当時の新聞では《革命軍》にくみすると宣言）。

4月2■8日、前駐日スペイン公使、公使館の明け渡しを拒否、臨時時公使館の開

設。

11月30日、日本政府の閣議でフランコ政権を正式政府として承認の決定。

12月1日、枢密院定例参集で、大将の説明後、日本政府、スペイン共和国政府

と国交断絶、フランコ政権の正式承認を宣言。

12月2日、フランコ政権と清洲園の相互東課。

12月3日、ドイツ、イタリアの清洲国承認。

《1938年》

3月～　フランコ軍地中海作戦の開始。これにドイツ軍のr電撃作戦jが発動さ

れた。バレンシアとバルセロナを鮭ぶ地中海岸ベルト地帯を南北に分断を図る

作戦に、スペイン公使館付駐在陸軍武官守屋精爾中佐は、r作戦武官」として従

軍する。彼の作戦は「オペラチオン・モリヤ」という用語が生まれ、フランコ陣

営の日刊紙にも大きな記事として載るほどの貢献をした。高岡公使の広田外相

宛の部外極秘電報（5月王7日付け）に軋r守屋中佐ハ『フランコ』将軍二対

シ我軍ノ参考二資ススへキ蘇連捕獲武器（特二戦車ヲ希望シ其ノ製造費10萬

園程度ノモノの由）ノ譲与ヲ願出タツ趣ナルカ代償支払ノ意向ナシ言フ」とある

ように、守屋中佐は好待遇を受けていた。しかも日本の参謀本部にとって、ドイ

ツ具の最新鋭の「電撃戦j　を実施嶺分もできた。

《1939年》4月1日、フランコ、マドリードで、内戦勝利を宣言する。

薄



（1939年》4月1日、フラン二コ、マドリーードで、内戦勝利を宣言する。

5月】・2日、溝蒙国境ノモンハンで、満・外蒙丙軍隊の衝免ノモンハン専件の

勃発。

7月1日、日本軍、ノモン′、ン攻撃開始．

7月3日、敗退。

りj23円、攻撃再軋

7月24軋再度失敗。

8月20日、ソ連・外蒙古軍、総攻撃開軋日本軍第23師団の壊滅的損害。

8月23日、モスクワで、独ソ不可侵条約の締軋

8月25日、駐独大使大島浩、ドイツの断割・ソ不可夜条約締結は、相磯防共協

定」違反とドイツ政府に厳釜抗議や

8月28日、平沼内閣、欧州情勢は複雑怪奇」と声明を発表、総辞吼

測1軋ドイツ寄、ボ二・・ランド侵軋第2次世界大戦の勃私

9月3日．イギリス、フランス、ドイツに宣戦布告し

9月二日十∴木本営、関東軍にノモンハン作戦中上を命令∩

9県川、慮郷京終駐ソ大使、ソ連にモンぺ・′事件停戦と通商条約締舘を撹乱

9月j5日、モスクワで、郵貯舘徳駐ソ太横木モいトフ外相′′潤でノこトンハ

ン事件停戦協定成立。

9月i7日、ソ連聾、ポ川－ランド鐘攻。

H本拠の対ノモンハン事件の対軋

「牛刀搾乳r牛刀割軌；さ「鞄ヲ割クニイズタンゾ牛刀ヲ用インヤj『論語』

大鳥浩。（大島健・－陸軍中将・陸相の長男）

陸七18．睦夫27．

陸軍駐独武官拍■封、少将（9・3）、中将日ニー；年輩月号・争覇僚・駐独女様

（同年10月）、駐独大使辞職（14年12月）、再任（15年12月）、A級戦軋

小松原道太郎。

陸」㌻18、－睦夫27．

ハルビン特務機関長（7．上り、少将（9・8）、中将日2・11上象23師

団長（13・7）、関東軍付（14・1日、予備（ほ・1）

膏


